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Abstract
 The genocide in Rwanda in 1994 caused more than 800,000 deaths (mainly Tutsi) 
over 100 days. After the genocide ended in 1994, the newly installed government 
established the “Gacaca Courts” in order to try past crimes of genocide and crimes 
against humanity. The purpose of the Gacaca was not only to reveal the truth behind 
events that took place during the genocide and to judge the criminals, but also to 
promote reconciliation between the criminals and survivors. Based on a series of 
structured interview, this article attempts to show how the Gacaca process influenced 
the promotion of reconciliation of both parties. Findings from the interviews show that 
there are still few positive exchanges or communications such as mutual visitations, 
sharing house equipment or talking about the genocide even though they exchanged 




　1994 年 4 月にアフリカ東部のルワンダで起きたジェノサイドは、その残虐性のみならず、暴力
の規模や短期間での拡大という意味においても、世界を震撼させた。ルワンダのジェノサイドに




















　同年 7 月に RPF はジェノサイドを鎮圧し、RPF 中心の新政府が発足した。その新政府が掲げた



























実施にあたる手続き的な問題を指摘するものもある。たとえば Bornkamm（ 2012 ）は被疑者に














暴力的な紛争を経た社会における和解を、「関係の構築（ Relationship Building ）」とし、それは
真実、慈悲、正義、平和が出会うところであるというモデルを示している（ Lederach 1997 ）。こ
のことを踏まえ、ルワンダにおける調査を行ってきた。
2．2．調査方法および調査地について





　調査は、2012 年 3 月、2013 年 11 月、2014 年 4 月、2014 年 11 月、2015 年 2 月に実施した。
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　なお 2013 年 11 月以降の調査は、文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「ルワンダ











1996 年には「 1990 年 10 月 1 日以降に行われたジェノサイド罪または人道に対する罪を構成す
る犯罪の起訴の体系に関する 1996 年 8 月 30 日基本法 96/8 」（以下、1996 年法）が制定された。
1996 年法では、1990 年 10 月 1 日（ハビャリマナ政権と RPF との内戦が勃発した日）から、1994
年 12 月 31 日（ジェノサイドが発生した年の年末）までに行われたジェノサイド罪と人道に対す





理といったプロセスを経て行われてきた。しかしながら、United Nations Human Rights Field 




ている（United Nations Human Rights Field Operation in Rwanda 1996）。2000 年の段階で、ル


















ャチャ法廷を設置する法律が制定された。それが「『ガチャチャ法廷』の設置及び 1994 年 10 月
1 日から 1994 年 12 月 31 日までの間に行われたジェノサイド罪または人道に対する罪を構成す




























　これまでの調査で、42 名のサバイバーがインタビューに応じた。内訳は、女性が 33 名で、調
査時期の時点で、80 代 1 名、60 代 3 名、50 代 4 名、40 代 6 名、30 代 22 名、20 代 6 名であっ
た。また男性は 9 名で、60 代 1 名、30 代 6 名、20 代 2 名であった。加害者として訴追された者
でインタビューに応じたのは 23 名であった。内訳は、女性が 2 名で、30 代と 40 代が 1 名ずつ、










































半数を占めた（ 21 名）。一方で 4 分の 1 にあたる 11 名のサバイバーが、ガチャチャ法廷を通じ
ても、家族の最後の状況について知ることができなかった。
4．1．3．家族の遺体の在処がわかったか
ガチャチャ以前から知っていた 13 名 家族は目前で殺害された、知人が教えてくれた
ガチャチャで一部または全部について判明 24 名 見つからなかった例→証言がない、置いていった娘の遺体が見つからない
ガチャチャに参加できず不明  2 名













9 名の加害者が、サバイバー（ 1 名）の友人の母
親の親類だったことから、当該サバイバーは、彼
らに対して謝罪を要求しようとは思わなかった。
加害者が謝罪したが赦さなかった件数 1 件 衆人に対して謝罪したが自分に対しては謝罪しなかった



































「頻繁に会う」（毎日～週 1 回程度） 6 名








「頻繁に会う」（毎日～週 1 回程度） 3 名





◦近所なのでたまたま見かける （ 5 件）
◦結婚式に招待されたり、手伝いに行く （ 3 件）
◦組合や地域の集会の場で会う （ 3 件）
◦週末に教会で会う （ 2 件）
◦自分が作る伝統医薬品を買いに来る （ 1 件）
◦セルの酒場で会う （ 2 件）
◦留守番を頼まれる （ 1 件）
◦サバイバーの一人が自分の子の教師 （ 1 件）
◦サバイバーが親類なのでたまに訪問 （ 1 件）
◦ 知人が来た時に、サバイバーも家に 
招待する （ 1 件）
◦食料・水・家財道具の貸し借り （ 4 件）
◦ 家庭の催事（結婚式など）に 
招待される （ 2 件）
◦相手が自分の店に買い物に来る （ 1 件）
◦ 加害者の親の家の掃除を手伝った 
ことがある （ 1 件）
会話内容
◦日常生活のこと程度 （ 9 件）
◦ジェノサイド当時のこと （ 4 件）
◦農業・天候のこと程度 （ 3 件）
◦あいさつ程度 （ 3 件）
◦勉強のこと （ 1 件）
◦セルの運営のこと
　（回答者がセルの長） （ 1 件）
◦日常生活のこと （ 5 件）
◦あいさつ程度 （ 3 件）
◦エイズについて （ 1 件）
◦政府の施策について （ 1 件）
◦セルや組合の仕事のこと （ 1 件）
※　ジェノサイドの話はしない


























◦ ときどき、ジェノサイドについても話す。時には 2，3 日サバイバーの家で過ごすこ
ともある。






人 数 22 人中 8 人 42 人中 32 人
理 由
サバイバーが遠方のため
ほぼ会うことはない （ 7 名）
自分が刑期を終えたばかりで
まだ会っていない （ 1 名）
地理的な要因で交流が困難 （ 19 名）
　　自分が転居したため （ 4 名）
　　加害者が他の地域にいるか居所が不明 （ 5 名）
　　加害者が逃亡したから （ 3 名）
　　加害者は刑務所か公益労働刑に服役中 （ 7 名）
何らかの理由により、自発的に交流を求めない （ 8 名）
　　会いたくない （ 5 名）
　　理由はない、会ってもいいが （ 1 名）
　　加害者を信じられない （ 1 名）
　　謝罪しないから会いたくない （ 1 名）
加害者が自分に会いたくないような気がするから （ 3 名）
































































































































 1 ） ルワンダの行政区分は、全国を 5 つの州（Province）に分け、以下、ディストリクト（District）、
セクター（ Sector ）、セル（ Cell ）と細分化していく。
 2 ） ジェノサイド当時の状況については、当事者の体験談やそれらをまとめたもので、ゴーレイヴ
ィッチ（ 2003 ）、イリバギザ（ 2006 ）などがある。
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